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令
和
三
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月
十

一
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
で
の
リ
ア
ル
開
催
と
動
画
ラ

イ
ブ
配
信
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
参
加

型
バ
ー
チ
ャ
ル
社
員
総
会
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
。

当
日
は
ご
来
場
53
名
に
加
え
て
、
52

名
の
方
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
ご
視
聴
い
た
だ
い

た
。第

一
部
は
、
加
藤
副
会
長
の
開
会
挨

拶
に
続
い
て
、
ご
来
賓
の
清
水
勇
人
さ

い
た
ま
市
長
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

次
に
、
定
足
数
確
認
後
、
加
藤
副
会

長
が
議
長
と
な
り
、
審
議
が
進
め
ら
れ
、

令
和
二
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

令
和
三
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、

会
長
・
副
会
長
の
選
任
な
ど
、
以
下
の

議
案
す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

【
議
案
】

一
�
令
和
二
年
度
事
業
報
告

二
�
令
和
二
年
度
決
算
報
告

三
�
令
和
三
年
度
事
業
計
画

四
�
令
和
三
年
度
収
支
予
算

五
�
理
事
・
監
事
の
選
任

六
�
会
長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
の
選

任
続
い
て
、
原
新
会
長
か
ら
新
規
会
員

を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
四
名
の
方
々
に

対
し
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

・
福
岡
聡
氏
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
代

表
取
締
役
社
長
）

・
長
堀
和
正
氏
（
㈱
武
蔵
野
銀
行
取
締

役
頭
取
）

・
加
藤
容
一
氏
（（
公
財
）
埼
玉
県
芸

術
文
化
振
興
財
団
理
事
長
）

・
加
地
照
子
氏
（
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱

パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー

チ
）

な
お
、
所
用
に
よ
り
総
会
を
欠
席
さ

れ
た
折
原
訓
氏
（
㈱
折
原
代
表
取
締

役
）
に
は
後
日
感
謝
状
を
送
付
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
報
告
が
行
わ
れ
総

会
の
部
を
終
了
し
た
。

特
別
講
演
の
部
で
は
、
哲
学
者
の
岸

見
一
郎
氏
よ
り
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

誤
解
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

二
〇
二
一
年
度
定
時
総
会

加
藤
副
会
長

開
会
挨
拶

副
会
長
の
加
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。
石

井
会
長
に
代
わ
り
ま
し
て
、
開
会
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
再
拡
大

が
続
く
中
、
ご
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
動

画
ラ
イ
ブ
配
信
で
の
ご
参
加
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
公
務
ご
多
忙
の

中
ご
臨
席
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
武
漢
で
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は
、
世
界
的
な

感
染
拡
大
に
よ
り
、
関
連
す
る
ニ
ュ
ー

ス
が
報
じ
ら
れ
な
い
日
が
な
い
ほ
ど
の

危
機
的
状
況
に
直
面
し
、
医
療
体
制
、

感
染
症
対
策
の
脆
弱
さ
も
露
呈
し
、
発

症
か
ら
既
に
一
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
が
、
未
だ
収
束
を
見
通
せ
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

対
策
の
決
め
手
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン

に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
も
ウ
イ
ル
ス

が
更
に
変
異
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
専
門
家
か
ら
は
、
接
種
を

終
え
た
後
も
免
疫
力
を
維
持
す
る
た
め

に
定
期
接
種
が
必
要
と
の
指
摘
も
さ
れ

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は
長
期
に

及
ぶ
懸
念
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
度
は
、
企
業
の

経
営
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
状
況
下

に
お
い
て
、
働
き
方
改
革
を
一
層
推
進

し
、
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
大
き
な
経
営
課
題
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、雇
用
・
労
働
に
関
す
る
様
々

な
法
改
正
へ
の
対
応
も
喫
緊
の
問
題
で

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
経
営
者
協
会

と
し
て
、
九
つ
の
事
業
活
動
の
骨
子
に

基
づ
き
活
動
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

各
課
題
に
つ
い
て
、
解
決
の
一
助
と

な
る
よ
う
様
々
な
角
度
か
ら
外
部
講
師

に
よ
る
講
演
会
や
勉
強
会
を
開
催
し
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

産
学
官
と
の
連
携
に
よ
り
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
機
能
や
情
報
提
供
機
能
の
強

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’21 月号

日本経団連 埼玉

原
新
体
制
ス
タ
ー
ト

新
会
長
に
原
敏
成
氏（
武
州
瓦
斯
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
新
副
会
長
に
石
川
達
氏（
東
日
本
電
信

電
話
㈱
取
締
役
埼
玉
事
業
部
長
）、
高
橋
輝
夫
氏（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

原
俊
樹
氏（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
藤
原
健
氏（
日
本
信
号
㈱
取
締
役
専
務
執
行
役
員
）、

中
込
秀
明
氏（
富
士
電
子
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
新
監
事
に
栗
原
志
功
氏（
㈱
サ
ブ
ス
ク
代
表
取

締
役
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
を
選
任
、
令
和
二
年
度
決
算
報
告
、
令
和
三
年
度
事
業
計
画
等
全
議
案
を
承
認

―
令
和
三
年
度
定
時
総
会

特
別
講
演
で
は
、
哲
学
者
の
岸
見
一
郎
氏
が
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
誤
解
」
と

題
し
て
講
演
。
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化
、
拡
充
を
図
る
な
ど
、
埼
玉
県
経
済

の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
活
動
を
展
開

し
て
参
り
ま
し
た
。

大
変
有
意
義
な
活
動
が
出
来
ま
し
た

の
も
、
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
後
、
議
案
と
し
て
ご
審
議
い
た
だ

き
ま
す
が
、
企
業
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
て
、
社
会
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
付
加
価
値
の
高
い
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
脱
炭
素
社

会
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
内
外
の
潮

流
を
的
確
に
把
握
し
対
処
し
て
こ
そ
、

社
業
の
発
展
、
ひ
い
て
は
地
域
経
済
社

会
の
発
展
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
皆
様
と

と
も
に
、「
会
員
企
業
の
様
々
な
経
営

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
活
動
」
を
行
っ

て
い
く
と
と
も
に
、「
活
力
に
溢
れ
、

魅
力
あ
る
埼
玉
県
経
済
・
社
会
の
実
現

に
向
け
て
自
ら
行
動
し
て
い
く
」、
こ

う
し
た
経
営
者
協
会
の
活
動
を
展
開
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
災
禍
は
、
世
界
の
秩
序
や
社
会
の
在

り
方
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
危
機
を
「
変
革
の
機
会
」
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
渋
沢
栄
一

翁
は
、「
論
語
と
算
盤
」
の
中
で
、
逆

境
に
立
た
さ
れ
た
と
き
、
ど
ん
な
人
で

も
ま
ず
、「
自
己
の
本
分
、
つ
ま
り
自

分
に
与
え
ら
れ
た
社
会
の
中
で
の
役
割

分
担
だ
と
、
覚
悟
を
決
め
る
」
の
が
唯

一
の
策
で
は
な
い
か
。「
ど
ん
な
に
頭

を
悩
ま
せ
て
も
、
結
局
、
天
命
、
つ
ま

り
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
運
命
で
あ
る
か

ら
仕
方
が
な
い
」
と
、
あ
き
ら
め
が
つ

け
ば
、
ど
ん
な
に
対
処
し
が
た
い
逆
境

に
い
て
も
、
心
は
平
静
さ
を
保
つ
こ
と

が
で
き
る
に
違
い
な
い
と
説
い
て
い
ま

す
。

か
ふ
く

あ
ざ
な

な
わ

ご
と

「
禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
明
け
な
い
夜
は
あ

り
ま
せ
ん
。

わ
ざ
わ
い

未
曾
有
の
「
禍
」
が
大
き
な
「
福
」

へ
と
転
じ
て
い
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、
明
る
い
未
来
へ
向
け

て
、
日
々
私
た
ち
が
な
せ
る
行
動
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
県
は
、
今
年
の
十
一
月
に
誕
生

一
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
渋
沢
栄
一

翁
を
始
め
と
し
た
郷
土
の
偉
人
も
注
目

を
集
め
て
お
り
ま
す
。
埼
玉
県
の
魅
力

を
内
外
へ
発
信
し
て
い
く
大
き
な
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、

皆
様
と
と
も
に
地
元
埼
玉
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。結

び
に
、
本
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
ま
す
石
井
会
長
の
ご
労
苦
に
感
謝
申

し
上
げ
、
一
日
も
早
い
ご
病
気
の
回
復

と
、
原
新
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、
経
営
者
協
会
の
更
な
る
発
展
に

向
け
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
前
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

二
〇
二
一
年
度

原
会
長
就
任
挨
拶

こ
の
た
び
、
代
表
理
事
・
会
長
に
ご

選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
、
武
州
瓦
斯
の

原
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
、
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

初
め
に
、
六
月
に
体
調
を
崩
さ
れ
、

本
日
を
も
っ
て
ご
退
任
さ
れ
ま
し
た
石

井
会
長
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
対
し

ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と

存
じ
ま
す
。

皆
様
、
ご
高
承
の
通
り
、
埼
玉
県
経

営
者
協
会
は
昭
和
二
一
年
六
月
の
創
立

以
来
七
〇
年
を
超
え
る
歴
史
あ
る
経
済

団
体
で
あ
り
ま
す
。
先
程
の
定
時
総
会

で
、
そ
の
第
一
一
代
会
長
と
し
て
ご
承

認
を
賜
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

改
め
て
、
本
会
の
歴
史
と
伝
統
、
本
会

に
寄
せ
る
各
界
か
ら
の
期
待
、
そ
し
て
、

社
会
的
使
命
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。こ

こ
で
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
未
だ
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
米
中
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一
講
〜
第
四
講

十
七

�
高
校
生
の
就
職
支
援
に
関
す
る

要
請

十
八

�
既
卒
三
年
、
三
四
歳
未
満

合

同
企
業
説
明
会

十
八

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
八

�
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
」

十
九

�
令
和
三
年
度
新
卒
採
用
動
向
調

査
・
賃
金
改
定
に
関
す
る
調
査

二
〇

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
二
二

�
経
団
連
会
長
就
任
挨
拶

二
三

�
だ
よ
り
、
告
知
版
、
会
員
の
動

き

二
四

就任挨拶をする原 敏成 新会長

開会挨拶をする加藤喜久雄副会長
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対
立
の
深
刻
化
、
世
界
的
な
半
導
体
の

不
足
な
ど
の
課
題
に
加
え
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
が
企
業
に
強
く

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

他
方
、
企
業
経
営
に
お
い
て
は
、
生

産
性
向
上
等
の
観
点
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク

の
あ
り
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
多
様
化
の
検
討
、
副
業
・
兼
業
の

推
進
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
、
激
し
い
環
境
変
化
の
中

で
、
本
会
の
会
長
を
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
は
、こ
れ
ま
で
、諸
先
輩
の
方
々

が
築
か
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、
本
会
の

良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
会
員
企
業
の

ご
支
援
、
ご
協
力
の
下
、
埼
玉
県
、
国
、

大
学
な
ど
と
、
密
接
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
機
能

を
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
企
業
の
経
営

課
題
解
決
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
教

育
・
障
害
者
支
援
な
ど
、
地
域
の
様
々

な
課
題
に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
企
業
の
皆
様
の
益
々

の
ご
繁
栄
を
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新 役 員 体 制
【名誉会長】 （役職はR3．5．11時点のもの）
名 誉 会 長 利根 忠博 ㈱埼玉りそな銀行 元会長
名 誉 会 長 西村 和義 日本信号㈱ 元会長
名 誉 会 長 上條 正仁 ㈱埼玉りそな銀行 元会長
名 誉 会 長 石井 進 AGS㈱ 元会長

【顧 問】
顧 問 栗原 隆 太平洋セメント㈱ 名誉顧問

【理 事】
協会の役職名 氏名 事業所名 事業所役職名
会 長 原 敏成 武州瓦斯㈱ 代表取締役社長
副 会 長 加藤喜久雄 ㈱武蔵野銀行 取締役会長
副 会 長 藤池 誠治 ㈱デサン 代表取締役会長
副 会 長 吉野 寛治 吉野電化工業㈱ 代表取締役
副 会 長 池田 一義 ㈱埼玉りそな銀行 取締役会長
副 会 長 橋元 健 キヤノン電子㈱ 代表取締役社長
副 会 長 斉之平伸一 三州製菓㈱ 代表取締役社長
副 会 長 宮澤 政信 マルキユー㈱ 代表取締役会長
副 会 長 神田 正 ㈱ハイデイ日高 代表取締役会長
副 会 長 牛窪 啓詞 ㈱愛工舎製作所 代表取締役会長
副 会 長 増田 文治 ㈱マスダック 代表取締役会長
副 会 長 川本 武彦 ㈱サイサン 代表取締役社長
副 会 長 栗田美和子 ㈱クリタエイムデリカ 代表取締役社長
副 会 長 伊藤 麻美 日本電鍍工業㈱ 代表取締役
副 会 長 小髙富士夫 むさし証券㈱ 代表取締役会長
副 会 長 戸所 邦弘 富士倉庫運輸㈱ 取締役会長兼社長
副 会 長 田中德兵衞 セントラルインターナショナル㈱ 代表取締役社長
副 会 長 松村 宗夫 ボッシュ㈱むさし工場 執行役員
副 会 長 橋本 義昭 埼玉縣信用金庫 理事長
副 会 長 清水 淳 東京ガス㈱埼玉支社 埼玉支社長
副 会 長 大西 精治 東日本旅客�道㈱大宮支社 執行役員大宮支社長
副 会 長 笹岡 博 UDトラックス㈱ バイスプレジデント
副 会 長 石川 達 東日本電信電話㈱ 取締役埼玉事業部長
副 会 長 高橋 輝夫 日本ピストンリング㈱ 代表取締役社長
副 会 長 原 俊樹 AGS㈱ 代表取締役社長
副 会 長 藤原 健 日本信号㈱ 取締役専務執行役員
副 会 長 中込 秀明 富士電子㈱ 代表取締役社長
業務執行理事・
専 務 理 事 廣澤 健一 （一社）埼玉県経営者協会 専務理事

【監 事】
協会の役職名 氏名 事業所名 事業所役職名
監 事 松本伸一郎 ㈱松本商会 代表取締役社長
監 事 栗原 志功 ㈱サブスク 代表取締役CHO

― 3 ―



令令和和三三年年度度
定定時時総総会会写写真真
ピピッッククアアッッププ

清水勇人さいたま市長 来賓挨拶 加藤副会長 開会挨拶

議事を進行する加藤副会長原新会長から感謝状を贈呈された新規会員ご紹介の方々

定時総会 会場の様子中込監事 監査報告

オンライン配信・特別講演
哲学者 岸見一郎 氏

『リーダーシップの誤解』

特別講演 会場の様子

特 別 講 演 会

▲
�
講
演
に
対
す
る
質
疑
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原新体制で役員・監事に選任された方々

就任挨拶をする原敏成 新会長
（武州瓦斯㈱代表取締役社長）

就任挨拶をする中込秀明 新副会長
（富士電子㈱ 代表取締役社長）

就任挨拶をする藤原健 新副会長
（日本信号㈱ 取締役専務執行役員）

就任挨拶をする原俊樹 新副会長
（㈱AGS 代表取締役社長）

就任挨拶をする高橋輝夫 新副会長
（日本ピストンリング㈱代表取締役社長）

就任挨拶をする栗原志功 新監事
（㈱サブスク 代表取締役CHO）
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四
月
十
二
日
㈪
十
四
時
二
十
分
よ
り

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
、
及
び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
方
式
に
て

理
事
会
・
幹
事
会
が
同
時
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
理
事
二
十
五
名
、
監
事
二

名
、
常
任
幹
事
・
幹
事
十
四
名
が
出
席

し
、
事
務
局
よ
り
8
議
案
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
議

案
と
も
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
報
告
事
項
に
つ
い
て
事

務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

（
議
案
）

一
�
令
和
二
年
度
事
業
報
告

二
�
令
和
二
年
度
決
算
報
告

三
�
理
事
・
監
事
の
選
任

四
�
会
長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
の
選

任

五
�
名
誉
会
長
の
委
嘱

六
�
顧
問
の
委
嘱

七
�
常
任
幹
事
・
幹
事
の
委
嘱

八
�
令
和
三
年
度
定
時
総
会
の
招
集

（
報
告
事
項
）

一
�
新
規
会
員
ご
紹
介
者
へ
の

感
謝
状
贈
呈
の
件

二
�
そ
の
他

な
お
、
理
事
会
・
幹
事
会
終

了
後
、
精
神
科
医
（
医
学
博

士
）・
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ

科
学
学
術
院
准
教
授

西
多
昌

規
氏
よ
り
、『「
コ
ロ
ナ
う
つ
」

の
防
ぎ
方
』
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
い
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

西
多

昌
規

（
に
し
だ

ま
さ
き
）
氏

□
1
9
7
0
年
石
川
県
生
ま
れ
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
卒
業
。
東

京
医
科
歯
科
大
学
助
教
、
自
治

医
科
大
学
講
師
、
ハ
ー
ハ
ー
ド

大
学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

の
客
員
研
究
員
な
ど
を
経
て
、

現
職
。
精
神
科
専
門
委
、
睡
眠

医
療
認
定
医
。
専
門
は
精
神
医

学
、
睡
眠
医
学
、
身
体
運
動
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
。
ア
ス
リ
ー

ト
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

□
主
要
著
書
�
『「
テ
ン
パ
ら

な
い
」
技
術
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）、

『「
昨
日
の
疲
れ
」
が
抜
け
な

く
な
っ
た
ら
読
む
本
』『
休
む

技
術
』（
と
も
に
大
和
書
房
）、

『
眠
る
技
術
』（
だ
い
わ
文
庫
）

な
ど
、
多
数
。

新
会
長
に
原
敏
成
氏
（
武
州
瓦
斯
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

新
副
会
長
に
石
川
達
氏
（
東
日
本
電
信
電
話
㈱
取
締
役
埼
玉

事
業
部
長
）、
高
橋
輝
夫
氏
（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）、
原
俊
樹
氏
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）、
藤
原
健
氏
（
日
本
信
号
㈱
取
締
役
専
務
執
行
役
員
）、

中
込
秀
明
氏
（
富
士
電
子
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
新
監
事

に
栗
原
志
功
氏
（
㈱
サ
ブ
ス
ク
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
の
就

任
を
内
定
。
幹
事
に
内
藤
岳
氏
（
内
藤
環
境
管
理
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）
が
新
た
に
就
任
。

令
和
三
年
度
第
一
回
理
事
会
・
幹
事
会
開
催

理事会開会挨拶 斉之平副会長

ハイブリッド開催した会場の様子

新規に内定した左から原敏成新会長、原俊樹新副会長、藤原健新副会長、
中込秀明新副会長、栗原志功新監事、内藤岳新幹事 監査報告する松本監事講演会講師の西多昌規氏
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新
入
社
員
研
修
【
オ
ン
ラ
イ
ン
】
開
催

新
入
社
員
の
方
が
速
や
か
に
職
場
に

適
応
し
、
一
日
も
早
く
職
場
の
活
力
に

な
る
よ
う
、
社
会
人
と
し
て
必
要
と
さ

れ
る
基
本
的
な
心
構
え
や
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

四
月
二
日
㈮
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

に
て
「
新
入
社
員
研
修
」
を
開
催
し
、

四
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師
古
澤
美
奈
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
な
く
ペ
ア

ワ
ー
ク
で
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

〈
研
修
の
目
的
〉

1
�
学
生
生
活
か
ら
社
会
人
生
活
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
転
換
を
図
る

2
�
社
会
人
と
し
て
の
行
動
の
あ
り
方

や
仕
事
の
進
め
方
、
職
場
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
学
ぶ

3
�
職
場
で
の
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
実
習
を
通
し
て
体
得
す
る

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

1
�
学
生
か
ら
社
会
人
へ

2
�
効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
に

3
�
良
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に

4
�
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

5
�
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

6
�
自
己
啓
発
と
自
己
管
理

応
対
・
マ
ナ
ー
の
基
本
動
作
、
職
場

で
の
言
葉
遣
い
、
電
話
応
対
、
来
客
応

対
・
訪
問
の
マ
ナ
ー
等
の
習
得
に
向
け

て
、
参
加
者
全
員
が
実
習
や
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
に
熱
心
に
取
組
む
姿
が
多
く

見
ら
れ
る
な
ど
、
新
社
会
人
と
し
て
の

基
本
的
な
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
参
加
者
感
想
〉

・
社
会
人
と
し
て
の
意
識
、
行
動
の
あ

り
方
、
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。

・
働
く
上
で
の
動
機
付
け
と
な
る
お
話

も
あ
り
、
仕
事
に
対
し
て
の
意
欲
が

大
き
く
高
ま
っ
た
。

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
関
し
て
不
安
も

あ
り
、
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め

で
実
際
に
出
来
な
く
て
は
い
け
な
い

と
強
く
感
じ
た
。

・
受
け
身
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
何
事

に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
た
。

新
入
社
員
の
方
が
速
や
か
に
職
場
に

適
応
し
、
一
日
も
早
く
職
場
の
活
力
に

な
る
よ
う
、
社
会
人
と
し
て
必
要
と
さ

れ
る
基
本
的
な
心
構
え
や
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

四
月
七
日
㈬
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
新

入
社
員
研
修
」
を
開
催
し
、
二
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師
古
澤
美
奈
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
の
ご
要
望
を
受
け
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
二
回
目
の
開
催
を
し
ま

し
た
。

〈
研
修
の
目
的
〉〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

※
前
出
研
修
同
様

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、応
対
・

マ
ナ
ー
の
基
本
動
作
、
職
場
で
の
言

葉
遣
い
、
電
話
応
対
、
来
客
応
対
・

訪
問
の
マ
ナ
ー
等
の
習
得
に
向
け
て
、

会場の様子

名刺交換ワークの様子

平
成
三
年
度
新
入
社
員
研
修
を
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
二
回
開
催

新
入
社
員
研
修
【
来
場
型
】
開
催

講義を行う古澤美奈子氏

ビジネスマナーを学ぶ② ビジネスマナーを学ぶ①

ペアで行う演習

電話応対ワークの様子

講義を行う古澤美奈子氏
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成成立立

令
和
三
年
度

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会

参
加
者
全
員
が
実
習
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
に
熱
心
に
取
組
み
、
新
社
会
人
と

し
て
の
基
本
的
な
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

〈
参
加
者
感
想
〉

・
オ
ン
ラ
イ
ン
な
が
ら
、
講
師
の
方
が

受
講
者
一
人
一
人
を
良
く
見
て
下
さ

っ
て
い
て
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に

指
導
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
に
関

す
る
説
明
会
が
、
令
和
三
年
四
月
一
九

日
㈪
、
一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
二
二
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
由
井
秀
明
産
業
労
働
政
策

課
副
課
長
よ
り
「
変
化
に
向
き
合
う
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
」「
先

端
産
業
・
次
世
代
産
業
の
振
興
」「
海

外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支
援
の
強
化
」「
産

業
集
積
の
推
進
」「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
年
度
再
編
さ
れ
た
産
業
労

働
部
内
の
組
織
や
Ｄ
Ｘ
実
現
に
向
け
た

ス
テ
ッ
プ
、
県
内
産
業
の
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
触
れ
た
あ
と
、
デ
ジ
タ
ル
化

支
援
と
し
て
の
Ｄ
Ｘ
推
進
員
の
設
置
や
、

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
と
し
て
の
積
極
的
な

企
業
訪
問
、
各
種
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
な
ど
、
中
小
企
業
支
援
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
な
お
衰
え
を
見
せ
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
支

援
施
策
な
ど
、
主
要
施
策
の
概
要
を
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
清
水
健
太
郎
雇
用
労
働
課

副
課
長
よ
り
「
中
小
企
業
向
け
制
度
融

資
」「
魅
力
あ
る
観
光
の
推
進
」「
就
業

支
援
と
働
き
方
改
革
の
推
進
」「
働
く

シ
ニ
ア
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」

「
多
様
な
働
き
方
の
推
進
」「
産
業
人

材
の
確
保
・
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
渋
沢

栄
一
翁
を
軸
と
し
た
観
光
事
業
の
紹
介

や
、
感
染
症
に
よ
り
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
が
困
難
な
こ
と
か
ら
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、

Ｖ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
の
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
多
彩
な
人
材
の
就
業
支
援
に
つ

い
て
の
概
要
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
在

職
者
向
け
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
に
つ

い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
会
終
了
後
は
、
参
加
者
か
ら
の

個
別
質
問
等
も
行
わ
れ
、
県
の
施
策
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

埼玉県産業労働部主要施策説明会の様子

説明を行う由井秀明
産業労働政策課副課長

説明を行う清水健太郎
雇用労働課副課長

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門

― 8 ―



暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申ししししししししししししししししししししししししし上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
令和3年

到着順掲載紙上名刺交換会

取
締
役

社

長

武
州
瓦
斯
株
式
会
社

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代
表
取
締
役

会

長
株
式
会
社

デ

サ

ン

代
表
取
締
役

会

長
吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

福
岡

聡

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役

社

長

斉
之
平
伸
一

三
州
製
菓
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長
株
式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役

社

長

栗
田
美
和
子

株
式
会
社
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ

取
締
役
会
長

兼

社

長
富
士
倉
庫
運
輸
株
式
会
社

代

表

取
締
役

セ
ン
ト
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

会

長

埼

玉

縣

信

用

金

庫

代
表
取
締
役

社

長

原

俊
樹

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社
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到着順掲載紙上名刺交換会

取

締

役

専
務
執
行
役
員

藤
原

健

日
本
信
号
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社

松

本

商

会

取
締
役

社

長

小
田
切
武
久

武
州
産
業
株
式
会
社

埼
玉
中
央

支
店
長

古
元
真
秀

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社
シ
タ
ラ
興
産

代

表

取
締
役

木
村
和
男

株
式
会
社
中
央
デ
パ
ー
ト

理
事
長

清
水
博
司

青

木

信

用

金

庫

理
事
長

川

口

信

用

金

庫

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

代

表

取
締
役

大
野
洋
子

株
式
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス

上
席
執
行
役
員

支

店

長

三
浦
隆
一

株
式
会
社
フ
ジ
タ
関
東
支
店

代
表
取
締
役

社

長

橋
本
宏
太
郎

株
式
会
社
サ
イ
ニ
チ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
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到着順掲載紙上名刺交換会

代

表

取
締
役

日
本
伸
管
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長

河
野
経
夫

株
式
会
社
第
一
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

最
高
顧
問

菊
池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

埼
玉
支
社

支
社
長

大
久
保

尚

富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社

丸

善

代
表
取
締
役

社

長

望
月

諭

望
月
印
刷
株
式
会
社

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

廣
澤

健
一

職

員

一

同

代
表
取
締
役

社

長
埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
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本研究で発見した仕組み
を利用することで、植物
の防御能力を強化できる
次世代のアミノ酸型農薬
の開発が可能となり、薬
剤耐性害虫の発生、環境
汚染、人畜毒性などの人
類が抱える重要課題の解
決が期待されます。

学歴・略歴
豊田 正嗣
（とよた まさつぐ）
2002年 名古屋大学理学
部物理学科卒業。
2008年 名古屋大学大学
院医学系研究科博士課程
修了、博士（医学）。
ウィスコンシン大学（マ
ディソン校）JSTさき
がけ研究者などを経て、
2016年より現職。

グルタミン酸をご存じでしょう
か。うま味成分として有名ですが、

私たちの体で作られるアミノ酸の1つであり、脳
内では神経伝達物質として働いています。このグ
ルタミン酸が神経細胞から放出され、別の神経細
胞のグルタミン酸受容体に結合することでシナプ
ス伝達が行われています。
実は、植物にもグルタミン酸を合成する酵素や
受容体が存在することが知られています。しかし、
神経や脳をもたない植物におけるグルタミン酸受
容体の役割は長らく不明でした。私たちの研究室
では、広視野・高感度蛍光イメージング法を開発
し、植物が幼虫に捕食された時や、傷つけられた
時に起こる長距離・高速カルシウムシグナルの可
視化に成功しました（写真）。このカルシウムシ
グナル（細胞内のカルシウムイオン
濃度の上昇）は、1秒間に1㎜程度
の速度で、養分や水を輸送する葉脈
を伝播し、数分以内に遠く離れた葉
に到達しました。さらに、このシグ
ナルが伝わった葉では、直接傷つけ
られていないにも関わらず、虫など

に対する抵抗性が上昇していました。非常に興味
深いことに、植物のグルタミン酸受容体は葉脈に
局在しており、この受容体を欠損した植物ではカ
ルシウムシグナルを発生させることができないこ
とがわかりました。つまり、植物はグルタミン酸
およびグルタミン酸受容体を用いて、傷つけられ
たことを感じて、その情報を瞬時に全身に伝え、
攻撃された場所のみならず全身の抵抗力を上げて
いることが明らかになったのです。
農業現場では、害虫防除として主に殺虫性の化
学合成農薬が使われていますが、人畜毒性や薬剤
耐性害虫の出現などの問題を抱えています。私た
ちは、植物のグルタミン酸受容体を活性化させる
ことで、全身の虫害抵抗性を制御できる新しいア
ミノ酸型の農薬の開発を行っています。この農薬

は、害虫に直接作用しない（殺
虫性がない）ため、薬剤耐性
害虫を発生させることがなく、
さらにアミノ酸由来というこ
とで自然環境や人体に優しい
低環境負荷型の農業資材にな
ると期待しています。

本研究の対象としている
流体機械のみならずあら
ゆる流体現象、さらには
流体分野に留まらないあ
らゆる分野における現象
の推定と制御、設計の効
率化までも可能です。

学歴・略歴
姜 東赫
（カン ドンヒョク）
2010年大阪大学機能創成
専攻博士後期課程修了、
博士（工学）
2011年東北大学流体科学
研究所の研究員、2012年
青山学院大学理工学部機
械創造工学科助手・助教、
2018年埼玉大学機械工学
コース助教を経て、2019
年より現職。専門は流体
力学・流体工学

換気や冷却装置、発電タービン、
ジェットエンジンなど、様々なエ

ネルギ伝達装置が流体を媒体としています。これ
らを流体機械と呼び、我々の研究室では流体機械
に関連する研究を行っています。ここでは、デー
タサイエンスを用いた流体機械の能動制御に関す
る研究を紹介したいと思います。データサイエン
スというのは、ビックデータから状態量を推定す
る技術です。例えていうと、データサイエンスは
ニュートンの運動方程式からリンゴの軌跡を推定
する従来の方法ではなく、リンゴの軌跡のビック
データから新たなリンゴの軌跡を推定する技術で
す。ビッグデータから抽出した特徴量をもとに状

態量を推定することで、物理法則から推定する既
存の方法よりも一万倍以上速く状態量を推定する
ことができます。これによって、流体機械の内部
流れ場をリアルタイムで再現することができます。
データサイエンスを用いた本研究では、流体機械
の内部流れ場をリアルタイムで把握し、流れ場に
基づいたアクティブ制御を行うことで、効率良く
流体機械の不安定を抑制する方法を構築していま
す。現在、時間平均流れ場推定の理論の構築が完
了しています。その結果をこちらに紹介します。
流体機械の時間平均流れ場や数点の圧力測定デー
タを学習データとして使用し、各学習データから
特徴量を抽出し、その特徴量をもとに時間平均流
れ場の推定を行っています。この理論により、図
1に示すように、遠心ファンの7点の圧力測定デ
ータから約20㎲で翼列の時間平均圧力場が推定す
ることができました。本研究により流体機械の異
常検知、異常箇所の特定、さらにその抑制が可能
となります。これにより流体機械の安全性、信頼
性が飛躍的に向上することが期待され、流体機械
分野における研究アプローチ自体を変革する程の
大きなインパクトを与えることが予測されます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111222222222222222222222222555555555555555555555555回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

データサイエンスによる流体機械の能動制御
大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 生産科学領域 姜 東 赫准教授

植物が虫にかじられたことを感じて、全身に伝える仕組み
大学院理工学研究科 生命科学部門 分子生物学領域 豊 田 正 嗣准教授

⒜データサイエンス
結果

⒝既存の数値流体計算
結果

�図1
データサイエ
ンスと既存の
数値流体計算
によって推定
した翼列の時
間平均圧力場
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「綱引き」…この競技は、幼児から大
人まで多くの人々が経験し、興奮と感動をもたらします。ルー
ルが分かりやすいこと、誰もが参加できること、競技参加者も
応援する人々もワンチームなれることが人気の要因でしょう。
この「綱引き」の面白さを取り入れたイベントが、「壁－1グ
ランプリ：http : //kabe-one.main.jp/」です。人間の代わりに
2体の木造耐力壁が「綱引き」
をして、壁の強さを競い合いま
す。
「壁－1グランプリ」の前身
である「木造耐力壁ジャパンカ
ップ」は、1995年1月に発生し
た兵庫県南部地震（阪神・淡路
大震災）後、木造住宅（在来軸
組工法）の耐震化への技術開発
を促そうという目的で、1998年、

日本建築専門学校（静岡県富士宮市）の学園祭のイベントとし
てスタートしました。ものつくり大学が開学した2001年からは、
本学も大会会場の提供など運営に携わり、2017年まで20年間毎
年行われ、翌2018年から「壁－1グランプリ」に引き継がれた
のです。
参加チームは、木造建築を勉強する学生、民間企業の設計者

や現場監督、大工棟梁、木材問屋、金物メーカー、研
究機関などで、誰でも参加できます。本大会は、学生
や民間の技術者が木造耐力壁の設計・施工、実大壁の
構造実験が行える体験学習の場でもあります。その20
年に亘る教育的効果が日本建築学会に認められ、2019
年日本建築学会教育賞（教育貢献）を受賞しました。
「綱引き」による勝負は、壁の変形と共にバキバキ・
メキメキという木材の割れる音が、その場を盛り上げ、
どちらかの壁が破壊した時点で決着します。今年は10
月23、24日、ものつくり大学にて開催します。

脳性麻痺をはじめとする肢体不自由や
運動障害をお持ちの方は症状にそれぞれ
違いがあります。例を挙げると、ある方

は半身を全く動かせなかったり、またある方は身体全体的に動
かせるが力が充分に入らなかったりなどです。すなわち、肢体
不自由の方々がコンピュータの操作を行う際に、多様な症状に
合わせたマウスなどのコンピュータインタフェースが必要です。
そこでまず、右半身不随の被験者にインタビューし要求仕様

を策定しました。具体的には、被験者が普段使用し易いマウス
はトラックボール型だが市販品だと筐体高が高すぎること、ク
リックボタンはどの角度からも押しやすいボタンの構造が好ま
しいこと、文字入力時に特定のキー（特にCtrl、Alt など）を
押しながらの作業が難しいことなどが判明しました。
これら要求仕様より、市販トラックボール型マウスを参考に
3DCAD（図1）によりモデル化し高さを低くして3Dプリ
ンタで出力した筐体（図2）を作成、クリックボタン部を工夫

してどの角度からも押しやすい構造を実装、
Alt・Ctrl ボタンをマウス筐体に設置して一度
押したら状態保持してくれる機能を実現しまし
た。
今後は、マウス操作の部品をブロック化した
り、筐体デザインを複数用意し3Dプリンタで
自由に出力したり、様々な症状のユーザが自由
に組み合わせられる機能を実現します。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000666666666666666666666666回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

木造耐力壁の綱引き大会
建設学科 小 野 泰 教授

小野 泰（おの やすし）教授、工学修士、関東学院大学大学院工学研究科建築学専攻修了。1983年4月㈶日本住宅・木材技術
センター試験研究所、2003年4月ものつくり大学。日本建築学会、NPO木の建築フォーラム、木質構造研究会などに所属。
（連絡先：048‐564‐3855／y_ono@iot.ac.jp）

脳性麻痺ユーザのためのコンピュータインタフェース
総合機械学科 三 井 実 教授

三井 実（みつい みのる）教授 博士（情報科学）、職業能力開発大学校卒、北陸先端科学技術大学院大学 博士後期課程修
了、同大学研究員を経てものつくり大学総合機械学科。電子情報通信学会、映像情報メディア学会、日本音響学会、日本感性工
学会、日本生物環境工学会、自動車技術会などに所属。（連絡先：048‐564‐3878／mitsui@iot.ac.jp）

図1：マウスの3Dモデル

図2：3Dプリンタで出力
されたマウス筐体
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青
年
経
営
者
部
会

令
和
三
年
度
定
時
総
会
開
催

六
月
一
七
日
㈭
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
に
お
い
て
、第
一
回
働
き
方
改
革
・

働
き
が
い
向
上
委
員
会
「
1
ｏ
ｎ
1
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ａ
Ｙ
3
」
の
Ｄ
Ａ
Ｙ
1

を
開
催
し
、
三
四
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
の
加
地
照
子
氏

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
圧
倒
的
組
織

力
向
上
が
み
ら
れ
る
企
業
が
導
入
し
て

い
る
の
は
、
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
す
！
」
〜
�
基
礎
行
動
�
た
っ
ぷ
り

時
間
を
か
け
て
体
得
し
ま
し
ょ
う
〜
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
長
期
化
し
、
在
宅
勤
務
を
導
入
す
る

企
業
も
増
え
る
中
で
、
い
か
に
上
司
と

部
下
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質

と
量
を
維
持
し
て
、
組
織
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
環
境
に
お
い
て
は
、「
上

司
と
部
下
が
相
互
信
頼
を
培
い
、
部
下

に
権
限
移
譲
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
他

者
と
共
に
主
体
的
に
行
動
し
成
果
を
生

み
出
す
環
境
を
作
り
出
す
」
こ
と
が
必

須
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

た
だ
、
理
論
と
し
て
は
十
分
に
理
解

で
き
る
場
合
で
も
、
い
ざ
実
行
す
る
と

な
る
と
具
体
的
に
ど
の
様
な
行
動
を
と

れ
ば
よ
い
の
か
悩
む
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
解
決
す
る
手
段

の
一
つ
が
「
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
「
1
ｏ
ｎ

1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
基
礎
の
考
え
方

を
学
ん
だ
上
で
、�
基
礎
行
動
�
と
�
実

践
行
動
�
に
加
え
、�
応
用
行
動
�
ま

で
を
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
て
体
得

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
今

回
は
�
Ｄ
Ａ
Ｙ
1
�
と
し
て
基
礎
行
動

編
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

※
「
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
は

・
内
容
「
上
司
と
部
下
と
の
間
で
、
週

一
回
か
ら
月
一
回
、
三
〇
分
程
度
、
左

記
内
容
等
を
目
的
と
し
て
定
期
的
に
行

う
一
対
一
の
対
話
」
の
こ
と
。

・
目
的「
上
位
下
達
の
組
織
風
土
改
善
」、

「
組
織
の
一
体
感
の
醸
成
」、「
対
話
の

質
の
向
上
を
通
じ
た
�
自
律
型
社
員
�

の
育
成
」、「
会
社
と
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
（
絆
）
の
向
上
」
等
を
通
じ

て
組
織
力
の
強
化
を
図
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
際
に
演
習
（
ペ

ア
ワ
ー
ク
）
を
行
い
、
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
行
動
を
理
解
し
、
実

践
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

1
�
圧
倒
的
組
織
力
向
上
が
み
ら
れ
る

企
業
は
、
な
ぜ
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
導
入
し
て
い
る
の
か

2
�
五
つ
の
基
本
ス
キ
ル
（
傾
聴
・
共

感
・
承
認
・
質
問
・
助
言
）
の
体
得

こ
そ
、
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
成

功
の
秘
訣

3
�
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
有
効

な
コ
ー
チ
ン
グ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学

び
、
部
下
と
と
も
に
成
長
す
る

最
後
に
参
加
者
全
員
で
感
想
を
共
有

し
、
以
下
の
様
な
感
想
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

・
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
グ
の
効
果
は
上

司
の
腕
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、

ス
キ
ル
の
習
得
に
向
け
た
練
習
の
必
要

性
を
実
感
し
た
。

・
自
分
の
意
見
等
口
を
挟
ま
ず
に
聞
き

続
け
る
、
傾
聴
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。

・「
聴
く
」
と
い
う
行
為
が
人
の
成
長

に
不
可
欠
で
、
助
言
は
最
終
段
階
で
行

い
、
且
つ
決
め
る
の
は
部
下
自
身
、
と

い
う
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

・
関
係
性
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、
1

ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
有
効
な
こ
と

と
導
入
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。

三
回
に
分
け
て
開
催
す
る
1
ｏ
ｎ
1

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。今
回
は�
基
礎
行
動
�

に
つ
い
て
学
び
、
組
織
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
企
業
の
持
続
的
発
展
に
貢
献

で
き
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
機
会
と
し
て

ご
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
定
時
総
会
を
五

月
三
一
日
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
て

開
催
し
、
関
係
者
を
含
め
三
二
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
も
同
時
に
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
と
し
ま
し
た
。
会
で
は
、
冒
頭
、

ご
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
母
体
で
あ
る
埼

玉
県
経
営
者
協
会
の
原
敏
成
会
長
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
第
一
部

定
時
総
会

総
会
は
内
藤
岳
部
会
長
（
内
藤
環
境

管
理
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
が
議
長
と

な
り
、
令
和
二
年
度
事
業
報
告
、
同
決

算
報
告
、
令
和
三
年
度
事
業
計
画
、
同

収
支
予
算
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告

事
項
と
し
て
、
次
期
全
国
大
会
埼
玉
大

会
に
向
け
て
実
行
委
員
会
の
立
上
げ
と
、

実
行
委
員
長
に
望
月
副
部
会
長
（
望
月

印
刷
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
が
内
定
さ

第
1
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会

「
圧
倒
的
組
織
力
向
上
が
み
ら
れ
る
企
業
が
導
入
し
て

い
る
の
は
、1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す
！
」
〜
�
基

礎
行
動
�
と
�
実
践
行
動
��
応
用
行
動
�
を
、
た
っ
ぷ
り

時
間
を
か
け
て
体
得
し
ま
し
ょ
う
〜
を
テ
ー
マ
に
開
催

講演を行う加地照子氏

議長を務める
内藤部会長

セミナーの様子

セミナーの様子（ペアワーク）

セミナーの様子（感想発表）
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青
年
経
営
者
部
会

六
月
講
演
例
会

①
講
演
会
「
中
小
企
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
と
は
？
」

Ｉ
Ｔ
マ
ガ
ジ
ン
『
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
』
編
集
長

石
原
由
美
子
氏

②
事
例
発
表「
二
〇
二
〇
年
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
取
組
み
に
つ
い
て
」

株
式
会
社
真
工
社
代
表
取
締
役
社
長

眞
子
岳
志
氏（
当
会
副
部
会
長
）

③
情
報
交
換
会
を
開
催

れ
た
旨
報
告
が
あ
り
、
望
月
実
行
委
員

長
が
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
二
部

講
演
会

「
経
営
に
活
か
す
論
語
の
精
神
〜
若

手
経
営
者
に
向
け
て
〜
」
と
題
し
、
安

岡
定
子
事
務
所
代
表
の
安
岡
定
子
氏
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
岡
氏
は
、

陽
明
学
者
・
安
岡
正
篤
の
ご
令
孫
で
安

岡
正
篤
記
念
館
の
理
事
長
も
務
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

■
講
演
会
概
要

□
リ
ー
ダ
ー
の
要
諦

①
実
学

短
期
的
な
取
組
み
で
成
果
が

見
え
る
も
の
（
基
礎
知
識
と
専
門
知
識
、

必
要
な
技
能
や
教
養
等
）
で
、
仕
事
を

し
て
い
く
上
で
の
実
力
を
身
に
つ
け
る

②
人
間
学
・
人
間
力

長
期
的
あ
る
い

は
一
生
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
、
成

果
が
見
え
に
く
い
も
の
（
統
率
力
、
判

断
力
、伝
え
る
力
、信
頼
、洞
察
力
等
）

で
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
立
場
が
上
が
る

と
実
学
だ
け
で
は
機
能
し
な
く
な
り
、

そ
の
際
に
人
間
力
が
問
わ
れ
る

③
自
分
の
た
め
の
時
間
の
活
用
法

（「
一
張
一
弛
」・
オ
ン
と
オ
フ
の
使
い

方
が
大
切
）
難
し
い
場
面
に
直
面
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
立
場
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
オ

ン
と
オ
フ
の
上
手
な
切
換
え
が
重
要
に

な
る

□
論
語
か
ら
学
ぶ
こ
と

じ
ん

お

え
ら

じ
ん

・
仁
に
里
る
を
美
と
為
す
。
択
び
て
仁

お

い
ず
く

に
処
ら
ざ
る
は
、
焉
ん
ぞ
知
な
る

を
得
ん
（
仁
が
重
要
）

ふ
る

た
ず

・
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、

以
っ
て
師
と
為
る
べ
し
（
過
去
を
振

り
返
る
こ
と
か
ら
始
め
る
）

・
教
え
有
り
て
類
無
し
（
人
物
か
ら
学

ぶ
）

し
ょ
う
じ
ん

・
君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
。
小
人
は

同
じ
て
和
せ
ず
（
自
分
の
考
え
を
持

つ
）

お
も
ん
ば
か

・
人
に
し
て
遠
き
慮
り
無
け
れ
ば
、

必
ず
近
き
憂
い
有
り
（
見
通
し
を
持

つ
・
持
た
せ
る
）

□
論
語
の
面
白
さ
と
親
し
み
方

二
五
〇
〇
年
経
っ
て
も
人
間
は
同
じ

で
、
自
身
の
経
験
と
合
致
し
た
と
き
に

深
く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

自
身
の
人
生
、
仕
事
、
家
庭
、
地
域

の
こ
と
な
ど
、
普
段
か
ら
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
に
重
ね
て
考
え
て
い
た
だ
く
と

分
か
り
や
す
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

を
鑑
み
て
、
懇
親
会
は
開
催
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
会
場
へ
の
ご
参
加
と
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ト
開
催
で
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

六
月
二
二
日
㈫
、
青
年
経
営
者
部
会

六
月
例
会
と
し
て
「
講
演
会
・
事
例
発

表
・
情
報
交
換
会
」
を
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
で
開
催
し
、
関
係
者
含
め
二
〇
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
例
会
は
、
今
年
一
月
に

実
施
致
し
ま
し
た
「
経
営
課
題
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
ご
意
見
を
基
に
、
経
営
課
題

の
上
位
に
挙
げ
ら
れ
た
「
Ｄ
Ｘ
推
進
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
一
部
の
講
演
会
で
は
、
中
小
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し
た
等
身
大
の
実

例
を
学
ぶ
た
め
、
中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
活

用
情
報
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
Ｉ

Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン
『
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ

Ｓ
』
編
集
長
の
石
原
由
美
子
氏
に
ご
登

場
い
た
だ
き
「
中
小
企
業
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
と
は
？
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
会
の
概
要

1
�
中
小
企
業
に
と
っ
て
Ｄ
Ｘ
と
は

・
デ
ジ
タ
ル
を
前
提
に
、
顧
客
に
新
し

い
価
値
を
提
供
す
べ
く
事
業
を
再
構

築
し
て
い
く
こ
と
。

・
事
業
領
域
に
関
す
る「
使
え
る
デ
ジ
タ

ル
」の
動
向
を
つ
か
み
、働
く
人
に
新

し
い
役
割
を
定
義
し
、
デ
ジ
タ
ル
と

人
の
最
適
配
置
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
が
、Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
経
営
者
の
役
割

2
�
す
で
に
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
経
営
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
の
相
違
点

・
Ｄ
Ｘ
は
「
顧
客
に
新
し
い
価
値
や
利

便
性
を
提
供
し
、事
業
内
容
や
会
社
の

あ
り
方
を
変
革
す
る
」
こ
と
が
目
的

の
た
め
『
経
営
者
の
仕
事
』
で
あ
る
。

・
カ
ギ
は「
人
」の
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ

3
�
Ｄ
Ｘ
は
目
的
で
は
な
く
、
変
革
へ

の
意
思
を
持
ち
、「
光
る
強
み
」
を

育
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
み
重
ね
な

が
ら
、
社
内
改
革
や
付
加
価
値
提
供

を
し
て
い
く
こ
と
で
、『
結
果
的
に

Ｄ
Ｘ
』
に
な
る
の
が
理
想
。

4
�
「
結
果
的
に
Ｄ
Ｘ
」
の
全
国
企
業

の
取
組
み
事
例
の
紹
介

5
�
「
結
果
的
に
Ｄ
Ｘ
」
の
事
例
か
ら

分
か
る
こ
と

・
業
務
間
の
デ
ー
タ
が
つ
な
が
る
＆
自

動
化
す
る
と
、
人
の
働
き
方
や
や
役

割
が
変
わ
る
。

・
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
は
導
入
時
反
発
も
あ
る

け
れ
ど
、
働
き
方
の
変
革
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

6
�
失
敗
し
て
も
Ｏ
Ｋ
、
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
。

来賓挨拶をする
原経営者協会会長

ハイブリッド開催の会場の様子

会場の様子①

講演を行う安岡定子氏

講演をする
石原由美子氏

事例発表を行う
眞子岳志氏
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第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
歴
史
の
Ｉ
Ｆ
（
も
し
も
）』
を
開
催

・
チ
ャ
ン
ス
が
来
て
い
る
の
で
、怖
が
ら

ず
に
ト
ラ
イ
す
る
・
業
界
や
業
務
の

「
思
い
込
み
」
か
ら
飛
び
出
す
・
デ
ジ

タ
ル
を
無
視
し
て
中
期
的
な
事
業
継

続
な
し
と
覚
悟
す
る
（
マ
イ
ン
ド
）

続
い
て
、
第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、

「
二
〇
二
〇
年
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新

た
な
取
組
み
に
つ
い
て
〜
Ｄ
Ｘ
推
進
に

向
け
た
取
組
み
等
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実

験
的
取
組
み
を
ご
紹
介
〜
」
と
題
し
て
、

株
式
会
社
真
工
社

代
表
取
締
役
社
長

の
眞
子
岳
志
氏
よ
り
ご
発
表
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◇
事
例
発
表
の
概
要

・
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
2
0
2
0
の
策
定
に

関
し
て

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
運
営
に
関

し
て

・
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
取
組
み
に
関
し

て
（
製
造
・
営
業
・
働
き
方
・
新
規

事
業
の
四
分
野
で
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向

け
た
取
組
み
を
開
始
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
ご
紹
介
と
そ
こ
か
ら
得
た
学
び
等
、

貴
重
な
お
話
し
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
第
三
部
と
し
て
情
報
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
自
社
の
近
況
や
取

組
み
、
ま
た
、
各
業
界
の
最
新
情
報
等

を
発
表
し
、
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
三
部
で
は
、
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
職
員
の
方
が
オ
ブ
ザ

ー
ブ
参
加
さ
れ
、
情
報
交
換
・
名
刺
交

換
を
致
し
ま
し
た
。

歴
史
に
、「
〜
た
ら
」「
〜
れ
ば
」
は

な
い
と
い
う
の
は
有
名
な
言
葉
で
す
。

人
は
同
時
に
別
の
人
生
を
歩
め
な
い
よ

う
に
、
同
じ
時
代
に
「
別
の
歴
史
」
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
こ
に
思
い
を

馳
せ
て
し
ま
う
の
が
人
間
で
す
。

五
月
十
九
日
㈬
、
第
一
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
過
去
の
ご
講
演
で
も
好
評

を
博
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

の
本
郷
和
人
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、

「
歴
史
の
Ｉ
Ｆ
（
も
し
も
）」
と
題
し

て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ

ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

十
七
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
講
演
の
内
容

戦
後
、
歴
史
は
科
学
で
あ
る
と
さ
れ
、

も
し
も
を
考
え
て
は
い
け
な
い
と
言
わ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
だ

ろ
う
か
。
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
命

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
局

は
、
コ
ロ
ナ
は
危
な
い
と
あ
お
り
、
人

名
よ
り
尊
い
も
の
は
な
い
と
主
張
し
て

き
た
。
こ
こ
で
、
太
平
洋
戦
争
の
死
者

を
考
え
て
み
る
。
人
の
命
の
重
み
を
単

純
に
時
代
比
較
は
で
き
な
い
が
、
日
本

の
コ
ロ
ナ
死
者
が
約
一
万
人
（
講
演
時

点
）
に
対
し
、
太
平
洋
戦
争
が
数
百
万

人
と
、
い
か
に
あ
り
得
な
い
死
者
を
出

し
た
か
が
分
か
る
。
回
避
す
る
道
は
あ

っ
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
観
は
そ

れ
を
考
え
な
い
こ
と
に
し
て
き
た
。
明

治
維
新
の
富
国
強
兵
の
流
れ
で
太
平
洋

戦
争
ま
で
の
道
の
り
は
決
ま
っ
て
い
た

の
か
、
ど
の
段
階
で
そ
の
道
の
り
が
切

り
開
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
科
学
的

に
そ
の
時
の
社
会
状
況
を
冷
静
に
考
え

な
い
と
効
果
的
な
分
析
が
で
き
な
い
。

逆
に
、
も
し
も
を
考
え
る
こ
と
で
、
歴

史
の
効
果
的
な
分
析
が
可
能
な
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
中
世

の
歴
史
で
仮
説
を
立
て
て
歴
史
の
Ｉ
Ｆ

（
も
し
も
）
を
検
証
し
て
み
る
。

1

源
頼
朝
の
Ｉ
Ｆ
（
も
し
も
）

平
氏
に
対
抗
す
る
た
め
に
挙
兵
し
た

源
頼
朝
だ
が
、
石
橋
山
の
戦
い
で
敗
れ
、

追
っ
手
を
逃
れ
て
身
を
潜
め
る
。
そ
し

て
、
木
の
洞
に
隠
れ
て
い
た
頼
朝
を
た

ま
た
ま
見
つ
け
た
の
が
、
梶
原
景
時
だ
。

彼
は
自
分
の
手
柄
を
立
て
る
た
め
に
、

頼
朝
を
差
し
出
す
こ
と
も
で
き
た
。
し

か
し
、
そ
れ
を
せ
ず
に
頼
朝
を
助
け
る
。

九
死
に
一
生
を
得
た
頼
朝
が
、
そ
こ
か

ら
体
勢
を
立
て
直
し
、
南
関
東
の
武
士

を
次
々
に
味
方
に
つ
け
、
つ
い
に
は
、

鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
の
は
ご
承
知
の

と
お
り
だ
。

こ
こ
で
、
歴
史
の
Ｉ
Ｆ
（
も
し
も
）。

梶
原
景
時
が
頼
朝
を
見
つ
け
た
と
き
、

敵
の
大
将
に
差
し
出
し
て
い
た
ら
、
歴

史
は
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

頼
朝
に
味
方
し
た
南
関
東
の
武
士
た

ち
は
、
頼
朝
に
味
方
を
す
る
こ
と
で
何

を
成
し
遂
げ
た
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
は

「
自
立
」
で
あ
る
。
武
士
た
ち
は
、
朝

廷
の
支
配
か
ら
逃
れ
、
自
分
た
ち
の
土

地
を
守
っ
て
く
れ
る
権
威
を
必
要
と
し

て
い
た
。
そ
こ
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

現
れ
た
の
が
頼
朝
で
あ
り
、
彼
を
頂
点

と
し
て
武
士
の
政
権
が
作
ら
れ
た
。
つ

ま
り
、
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
い
う
の
は
、

武
士
の
独
立
戦
争
の
結
果
で
あ
っ
た
と

い
う
わ
け
だ
。
し
た
が
っ
て
、
梶
原
景

時
が
頼
朝
を
差
し
出
し
、
仮
に
頼
朝
が

命
を
落
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、
武
士

た
ち
は
別
の
リ
ー
ダ
ー
を
筆
頭
に
独
立

戦
争
を
起
こ
し
た
可
能
性
が
高
く
、
い

ず
れ
に
せ
よ
武
士
に
よ
る
政
権
が
誕
生

し
て
い
た
だ
ろ
う
。

こ
う
考
え
る
と
、
歴
史
と
い
う
の
は

「
上
に
立
つ
人
間
」
が
変
わ
っ
た
と
し

て
も
、
時
代
の
流
れ
は
あ
ま
り
大
き
く

変
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

2

比
企
能
員
の
Ｉ
Ｆ
（
も
し
も
）

続
い
て
、
頼
朝
の
乳
母
を
は
じ
め
と

し
て
、
頼
朝
の
実
家
同
然
で
あ
っ
た
比

企
氏
の
話
。
比
企
氏
と
は
、
現
在
の
埼

玉
県
比
企
郡
と
東
松
山
市
付
近
を
治
め

た
豪
族
で
あ
る
。
頼
朝
は
鎌
倉
殿
と
な

っ
て
か
ら
も
、
こ
の
比
企
一
族
を
と
て

も
大
切
に
し
て
い
た
。
二
代
将
軍
頼
家

を
支
え
た
の
も
比
企
能
員
と
い
う
人
物

だ
。
し
か
し
、
源
氏
と
比
企
氏
の
密
接

な
関
係
に
対
し
て
、
面
白
く
な
い
の
が

頼
朝
の
義
理
の
実
家
・
北
条
氏
だ
。
北

条
氏
は
、
頼
家
の
法
事
を
行
う
と
比
企

能
員
に
声
を
か
け
、
身
一
つ
で
法
事
に

や
っ
て
き
た
彼
を
あ
っ
さ
り
と
殺
害
し

て
し
ま
う
。
そ
こ
か
ら
、
鎌
倉
幕
府
の

実
権
を
北
条
氏
が
握
っ
て
い
っ
た
こ
と

は
、
も
う
ご
承
知
の
と
お
り
だ
。

で
は
、
比
企
能
員
が
も
っ
と
注
意
深

い
人
物
で
、
北
条
氏
の
企
み
を
見
抜
く

観
察
眼
が
あ
っ
た
な
ら
、
歴
史
は
変
わ

っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

会場の様子②

講演をする本郷和人氏

講演会の様子
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令
和
三
年
度
労
働
法
実
務
講
座
を
開
催

〜
労
務
管
理
上
必
要
な
労
働
法
の
実
務
知
識
な
ど

の
理
解
と
学
び
〜

お
そ
ら
く
比
企
氏
を
倒
さ
な
け
れ
ば
、

北
条
氏
が
権
力
を
ふ
る
う
こ
と
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
場
合
で
も
、

権
力
の
象
徴
を
担
い
だ
武
家
に
よ
る
政

権
が
生
ま
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
は
、

日
本
の
歴
史
の
流
れ
に
大
き
な
変
化
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
、
モ
ン
ゴ
ル
が
二
度
に
渡
っ

て
日
本
に
攻
め
入
っ
た
「
元
寇
」
に
つ

い
て
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
社
会
的

な
流
れ
の
中
で
、
一
人
の
人
間
が
歴
史

を
ど
れ
だ
け
動
か
せ
る
の
か
。
本
郷
氏

の
講
演
に
参
加
者
は
時
折
う
な
ず
き
な

が
ら
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

も
し
も
、
あ
の
時
、
違
う
行
動
を
取
っ

て
い
た
ら
。
も
し
も
、
あ
の
人
が
生
き

残
っ
て
い
れ
ば
。
一
つ
の
行
動
が
社
会

情
勢
に
与
え
ら
れ
る
影
響
は
小
さ
い
で

す
が
、
そ
の
想
像
は
こ
の
世
界
に
ヒ
ン

ト
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
会
で
は
、
人
事
・
労
務
・
総
務
・

庶
務
の
担
当
者
や
現
場
の
管
理
・
監
督

者
を
対
象
に
、
労
務
管
理
上
必
要
な
労

働
法
の
実
務
知
識
な
ど
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、「
労
働
法
実

務
講
座
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年
度
は
、
五
月
二
十
日
㈭
、

五
月
二
八
日
㈮
、
六
月
三
日
㈭
、
六
月

九
日
㈬
の
四
講
を
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
合
計
で

延
べ
一
〇
〇
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
師
は
い
ず
れ
も
外
井
・
鹿
野
法
律

と

い
ひ
ろ
し

事
務
所
、
代
表
弁
護
士
の
外
井
浩
志

氏
が
担
当
し
、
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
月
中
旬
か
ら
六
月
初
旬
は
、
東
京

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事

態
宣
言
、
埼
玉
で
も
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
発
令
さ
れ
る
中
、
感
染
防
止

策
を
講
じ
た
う
え
で
開
催
し
ま
し
た
。

【
各
講
の
主
な
テ
ー
マ
】

各
講
で
は
、
本
会
発
行
の
安
西
愈
弁

護
士
著
「
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法
律

実
務
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
外
井
講
師

が
独
自
作
成
し
た
レ
ジ
メ
を
併
用
し
な

が
ら
解
説
を
進
め
ま
し
た
。

第
一
講
�
五
月
二
十
日
㈭

〇
労
働
基
準
法
と
は

〇
労
働
者
と
使
用
者
の
基
本
的
な
権
利

義
務

〇
労
働
時
間
を
め
ぐ
る
法
律
問
題

〇
働
き
方
改
革
―
時
間
外
・
休
日
労
働

を
め
ぐ
る
法
律
問
題

〇
コ
ロ
ナ
対
策
（
勤
務
場
所
、
勤
務
内

容
、
休
業
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
実
働
時

間
制
、
み
な
し
労
働
時
間
制
な
ど
）

〇
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

第
二
講
�
五
月
二
八
日
㈮

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ

ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
）

〇
休
暇
・
育
児
・
介
護
休
業

〇
副
業
・
兼
業
の
可
否

〇
メ
ン
タ
ル
問
題
と
休
職
・
安
全
配
慮

義
務

第
三
講
�
六
月
三
日
㈭

〇
賃
金
・
賞
与
・
退
職
金

〇
労
働
契
約
法
―
有
期
・
パ
ー
ト
労
働

者
〇
同
一
労
働
同
一
賃
金

―
最
高
裁
の

判
例
―

第
四
講
�
六
月
九
日
㈬

〇
人
事
異
動

〇
労
働
者
派
遣

〇
退
職
・
定
年
・
解
雇

〇
雇
止
め

〇
懲
戒
処
分

各
講
終
了
後
に
は
、個
別
の
質
問（
相

談
）
時
間
を
設
け
、
外
井
弁
護
士
に
丁

寧
に
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
労
働
法
実
務
講
座
で

も
直
近
の
労
働
関
係
法
令
改
正
の
内
容

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
が
、
あ
ら
た

め
て
二
〇
二
一
年
以
降
の
重
要
改
正
情

報
を
列
記
し
ま
す
の
で
、
労
働
関
係
法

令
の
把
握
や
自
社
の
就
業
規
則
等
の
見

直
し
な
ど
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

【
二
〇
二
一
年
以
降
の
重
要
法
改
正
】

■
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
の
時
間

単
位
の
取
得

・
法
令
�
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」

・
施
行
日
�
二
〇
二
一
年
一
月
一
日
〜

・
対
象
�
す
べ
て
の
企
業

□
ポ
イ
ン
ト
�
育
児
や
介
護
を
行
う
労

働
者
が
、
子
の
看
護
休
暇
や
介
護
休

暇
を
柔
軟
に
取
得
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
の
半
日
単
位
か
ら
時
間
単
位

で
の
取
得
が
可
能
に
な
っ
た
。

■
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ

・
法
令
�
「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」

・
施
行
日
�
二
〇
二
一
年
三
月
一
日
〜

・
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
数
が
四
三
・

五
人
以
上
の
企
業

□
ポ
イ
ン
ト
�
障
害
者
雇
用
促
進
法
の

法
定
雇
用
率
が
、二
・
二
％
か
ら
二
・

三
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
障
害
者
雇
用
の
民
間
企
業
の
範

囲
が
従
業
員
数
四
五
・
五
人
以
上
か

ら
四
三
・
五
人
以
上
の
企
業
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

■
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
中
小
企
業

適
用

・
法
令
�
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
法
」

・
施
行
日
�
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
〜

・
対
象
�
中
小
企
業
（
大
企
業
は
二
〇

二
〇
年
四
月
か
ら
適
用
）

□
ポ
イ
ン
ト
�

㈠
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止

㈡
労
働
者
に
対
す
る
待
遇
に
関
す
る
説

明
義
務
の
強
化

㈢
行
政
に
よ
る
事
業
主
へ
の
助
言
・
指

導
等
や
、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
き

（
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
の
整
備

■
七
〇
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保

・
法
令
�
「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」

・
施
行
日
�
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
〜

□
ポ
イ
ン
ト
�
七
〇
歳
ま
で
の
就
業
確

保
が
努
力
義
務
と
し
て
ル
ー
ル
化

企
業
は
以
下
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か

の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
る
必
要

①
七
〇
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ

②
定
年
制
の
廃
止

③
七
〇
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
（
再

雇
用
制
度
・
勤
務
延
長
制
度
）
の
導

入
④
七
〇
歳
ま
で
継
続
的
に
業
務
委
託
契

約
を
締
結
す
る
制
度
の
導
入

⑤
七
〇
歳
ま
で
継
続
的
に
以
下
の
事
業

に
従
事
で
き
る
制
度
の
導
入

⒜
事
業
主
が
自
ら
実
施
す
る
社
会
貢

献
事
業

⒝
事
業
主
が
委
託
、
出
資
（
資
金
提

供
）
等
を
す
る
団
体
が
行
う
社
会

貢
献
事
業

以
上
で
す
が
、
二
〇
二
二
年
一
月
一

日
か
ら
は
雇
用
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、

六
五
歳
以
上
の
副
業
者
へ
の
雇
用
保
険

適
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
変
更
さ
れ
ま

す
。
必
要
に
応
じ
、
事
前
に
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

労働法実務講座会場の様子

労働法実務講座講師
弁護士 外井浩志氏
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高
校
生
等
の
就
職
支
援
に
関
し
大
野
埼
玉
県
知
事
・
増
田
埼
玉
労
働

局
長
・
高
田
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
が
本
会
原
会
長
に
要
請

令
和
三
年
五
月
十
七
日
に
高
田
直
芳

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
増
田
嗣

郎
埼
玉
労
働
局
長
、
山
野
隆
子
埼
玉
県

産
業
労
働
部
雇
用
労
働
局
長
が
本
会
事

務
局
に
来
局
さ
れ
、
本
会
原
敏
成
会
長

に
対
し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
た
高
校
生
等
の

就
職
支
援
に
関
す
る
要
請
」
を
手
交
し

ま
し
た
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

要
請
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
新
規
高
等
学

校
及
び
特
別
支
援
学
校
卒
業
予
定
者
の

採
用
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
御
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
要
請
文
は
以
下
の
と
お
り
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
を
踏
ま
え
た
高
校
生
等
の
就
職

支
援
に
関
す
る
要
請

本
県
に
お
け
る
教
育
行
政
並
び
に
労

働
行
政
の
推
進
、
と
り
わ
け
新
規
高
等

学
校
卒
業
者
の
採
用
及
び
育
成
に
対
し

ま
し
て
は
、
格
別
な
る
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て

お
り
、
世
界
経
済
は
大
幅
に
景
気
が
低

迷
し
て
い
ま
す
。

国
内
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
も
大
変

厳
し
く
、
高
校
生
等
の
就
職
に
お
い
て

も
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
言
え
ま
す
。

埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
及
び
県
教

育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
高
校

生
等
の
就
職
支
援
に
全
力
で
取
り
組
む

と
と
も
に
、
貴
団
体
所
属
の
事
業
所
と

連
携
を
図
り
、
明
日
の
埼
玉
を
担
う
人

材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
団
体
所
属
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
変
な
経
営
努
力
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
高
等
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
卒
業
予
定
者
の
採

用
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
御
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
回
の

要
請
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
貴

団
体
所
属
の
事
業
所
へ
の
御
協
力
に
、

特
段
の
御
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。令

和
三
年
五
月
十
七
日

埼
玉
県
知
事

大
野

元
裕

埼
玉
労
働
局
長

増
田

嗣
郎

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

高
田

直
芳

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

原

敏
成

様

既
卒
三
年
以
内
の
方
及
び
三
四
歳
以
下
の

若
者
対
象
就
職
面
接
会
を
開
催

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働

局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
埼

玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
埼
玉
わ
か
も
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
主
催
、
日
本
労

働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県

連
合
会
、
埼
玉
県
社
会
保

険
労
務
士
会
、
埼
玉
県
、

本
会
と
の
共
催
で
六
月
九

日
㈬
に
、
既
卒
三
年
以
内
の
方
及
び
三

四
歳
以
下
の
若
者
対
象
就
職
面
接
会
を

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下
展
示
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
面
接
会
は
、高
校
・
専
門
学
校
・

高
専
・
短
大
・
大
学
（
院
）
等
を
卒
業

し
て
概
ね
三
年
以
内
の
方
及
び
三
四
歳

以
下
の
若
者
と
、
埼
玉
県
内
に
就
業
場

所
の
あ
る
事
業
所
を
中
心
と
し
た
企
業

が
一
堂
に
会
す
る
就
職
面
接
会
で
、
早

期
就
職
の
実
現
を
積
極
的
に
支
援
す
る

た
め
に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
一
九

〇
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

四
四
社
の
企
業
が
参
加
す
る
中
、
各
ブ

ー
ス
で
は
多
く
の
求
職
者
が
真
剣
に
企

業
担
当
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
労
働
時
間
の
柔
軟
な
取
扱
い

最
新
の
厚
労
省
の
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
適
切

な
導
入
及
び
実
務
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
令
和
三
・
三
・
二
五
改
定
）
に
よ
れ

ば
、「
労
働
時
間
の
柔
軟
な
取
扱
い
」
と
し

て
「
通
常
の
労
働
時
間
制
に
お
い
て
は
、
始

業
及
び
終
業
の
時
刻
や
所
定
労
働
時
間
を
あ

ら
か
じ
め
定
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
テ
レ
ワ

ー
ク
で
オ
フ
ィ
ス
に
集
ま
ら
な
い
労
働
者
に

つ
い
て
必
ず
し
も
一
律
の
時
間
に
労
働
す
る

必
要
が
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
日
の
所
定
労

働
時
間
は
そ
の
ま
ま
と
し
つ
つ
、
始
業
及
び

終
業
の
時
刻
に
つ
い
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う

労
働
者
ご
と
に
自
由
度
に

認
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。」
と
し
た
。

こ
れ
は
、
就
業
規
則
に

お
い
て
始
・
終
業
時
刻
の

繰
上
げ
、
繰
下
げ
を
定
め

て
お
れ
ば
、
実
施
で
き
る
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
使
用
者
の
指
示
又
は
承
認
に
よ
る
変

更
で
、
労
働
者
が
自
由
に
変
更
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
柔
軟
時
間

こ
れ
に
対
し
、
始
・
終
業
時
刻
を
自
己
決

定
で
き
る
の
は
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」

で
あ
る
。
前
記
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
は
、
労
働
者
が
始
業

及
び
終
業
の
時
刻
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
な
じ
み
や

す
い
制
度
で
あ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
労
働

者
に
と
っ
て
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
も
の
で
、
労
働
者
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に
合

わ
せ
て
、
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
を
柔
軟
に

調
整
す
る
こ
と
や
、
オ
フ
ィ
ス
勤
務
の
日
は

労
働
時
間
を
長
く
、
在
宅
勤
務
の
日
は
労
働

時
間
を
短
く
し
て
家
庭
生
活
に
充
て
る
時
間

を
増
や
す
と
い
っ
た
運
用
が
可
能
と
な
る
。

い
わ
ゆ
る
中
抜
け
時
間
に
つ
い
て
も
、
労

働
者
自
ら
の
判
断
に
よ
り
、
そ
の
日
の
終
業

時
刻
を
遅
く
し
た
り
、
他
の
労
働
日
で
労
働

時
間
を
調
整
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
テ

レ
ワ
ー
ク
日
に
は
コ
ア
タ
イ
ム
を
設
け
ず
、

オ
フ
ィ
ス
へ
の
出
勤
日
に
つ
い
て
は
コ
ア
タ

イ
ム
を
設
け
て
お
く
な
ど
、
企
業
の
実
情
に

応
じ
た
柔
軟
な
取
扱
い
も
可
能
と
さ
れ
て
い

る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
フ
レ
ッ
ク
ス
制
の
留
意
点

テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
の
運
用
上
の
留
意
事
項
と
し
て
は
、
労
使

協
定
に
お
い
て

①
法
律
上
は
、
清
算
期
間
は
三
カ
月
単
位
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
は
、

条
件
が
複
雑
で
一
カ
月
区
分
に
よ
る
一
週

間
当
た
り
月
平
均
五
〇
時
間
の
時
間
外
労

働
ラ
イ
ン
が
別
途
あ
る
の
で
、
一
カ
月
単

位
と
す
る
こ
と
。

②
一
斉
休
憩
の
除
外
を
定
め
る
こ
と
。

③
コ
ア
タ
イ
ム
の
定
め
方
に
つ
き
コ
ア
タ
イ

ム
な
し
、
コ
ア
タ
イ
ム
の
変
更
制
、
コ
ア

タ
イ
ム
の
指
定
制
等
工
夫
す
る
こ
と
。

④
労
働
時
間
の
把
握
は
、「
労
働
時
間
把
握

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
自
己
申
告
制
に
よ
る

こ
と
。

⑤
清
算
労
働
時
間
は
一
カ
月
単
位
と
し
、
時

間
外
労
働
は
一
カ
月
毎
に
発
生
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
途
中
で
の
累
計
労
働
時
間
を

一
週
間
毎
に
報
告
さ
せ
時
間
外
労
働
の
発

生
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
最
終
週
は
一
カ
月

の
清
算
時
間
の
全
体
の
労
働
時
間
を
報
告

さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑥
月
毎
の
労
働
時
間
・
賃
金
の
過
不
足
精
算

は
特
別
な
場
合
に
限
る
こ
と
。

⑦
休
日
は
フ
レ
ッ
ク
ス
で
は
な
い
の
で
、
四

週
四
日
制
の
場
合
に
は
起
算
日
を
定
め
て

お
く
こ
と
。

な
ど
に
留
意
す
る
こ
と
。

〈
法
規
〉テ
レ
ワ
ー
ク
の
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
の
留
意
事
項

弁
護
士

安
西

�

増田労働局長 高田教育長 本会原会長 山野雇用労働局長

高校生等の就職支援に関し要請書を原会長に手交

各企業ブースでの面接会の様子
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日
本
経
団
連
は
経
済
界
と
し
て
初
め

て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
社
会
を
実
現
す
る
上
で
、
重
要

な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
に
焦
点
を

当
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
身
近
な
存
在
と
し

て
理
解
し
、
多
様
な
存
在
と
し
て
受
容

し
得
る
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」

な
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
と
提
言

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
提
言
か
ら
四
年

が
経
過
し
、
大
手
企
業
を
中
心
に
積
極

的
な
取
り
組
み
が
増
加
す
る
一
方
、
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
企
業
が
多
い

の
も
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
が
い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
五
〇
〇
回
近

く
の
講
演
と
調
査
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
等
を
推
進
し
て
い
る
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
虹
色
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
村
木

真
紀
代
表
を
講
師
と
し
て
、『
こ
れ
か

ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
を
は
じ
め
る
企
業
担

当
者
に
認
識
し
て
ほ
し
い
い
こ
と
』
を

テ
ー
マ
に
、
六
月
二
四
日
㈭
、
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
本
会
と
埼
玉
県
、
埼
玉

労
働
局
の
共
催
で
実
施
し
、
会
員
の
み

な
ら
ず
一
般
公
開
の
形
で
参
加
者
を
募

集
、
当
日
は
約
一
〇
〇
名
の
方
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
い
た
だ
き
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

施
策
へ
の
関
心
の
高
さ
が
覗
え
ま
し
た
。

講
師
を
お
願
い
し
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
虹
色
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
代
表
の
村
木

真
紀
氏
は
、
一
九
七
四
年
茨
城
県
出
身
。

社
会
保
険
労
務
士
。
京
都
大
学
総
合
人

間
学
部
卒
業
。
日
系
大
手
製
造
業
、
外

資
系
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
等
を
経

て
現
職
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
と
し
て
の

実
感
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
経

験
を
活
か
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る

調
査
研
究
、
社
会
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
「Google

イ
ン
パ
ク

ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」、
日
経
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｎ
「
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

二
〇
一
六
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
賞
」、

二
〇
一
六
年
「
日
経
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
大
賞
・
新
人
賞
」
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
、
冒
頭
、
本
会

廣
澤
健
一
専
務
理
事
が
開
会
挨
拶
、
そ

の
後
、
村
木
真
紀
講
師
に
よ
り
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
の
基
礎
知
識
、
企
業
や
行
政
の
取

り
組
み
、
職
場
で
で
き
る
こ
と
な
ど
を

中
心
に
解
説
お
よ
び
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
へ

の
働
き
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
木
氏
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
と
し

て
社
会
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
辛

い
思
い
出
や
社
会
保
障
上
の
不
公
平
感

な
ど
、
自
身
の
経
験
談
も
交
え
な
が
ら

切
々
と
語
り
、
非
常
に
説
得
力
が
あ
り
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
に
つ
い
て
一
石
を
投
じ

る
と
同
時
に
印
象
深
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
や
Ｑ
＆
Ａ
機
能
を

駆
使
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
と
の
双

方
向
交
流
も
活
発
に
行
い
、
講
演
後
の

Ｑ
＆
Ａ
で
は
約
二
〇
人
か
ら
の
質
問
に

丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
】

▼
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
の
あ
る
企
業
の
現
状

大
手
�
四
一
・
三
％
、
中
堅
�
一
〇

％
、
中
小
�
三
・
八
％
。
中
堅
、
中
小

は
ま
だ
ま
だ
施
策
の
実
施
が
進
ん
で
い

な
い

一
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
基
礎
知
識

・
Ｌ
�
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
Ｇ
�
ゲ
イ
、
Ｂ

�
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、
Ｔ
�
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
Ｑ
�
ク
イ
ア
、
ク

エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ

・
日
本
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
人
口
は
約
三
％

〜
八
％
（
ほ
と
ん
ど
が
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
し
て
い
な
い
）

・
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
�
性
的
指
向
、
性
自
認

＋
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
社
会
的
課
題

・
性
的
指
向
に
関
す
る
世
界
地
図

・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
法
的
整
備
状
況

※
日
本
は
三
五
か
国
中
、
三
四
位

二
、
企
業
や
行
政
の
取
り
組
み

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
登
録
件
数

の
経
年
変
化
、
全
国
の
状
況

・
日
本
社
会
の
変
化
�
教
育
、
行
政
、

司
法
、
世
論

・
厚
生
労
働
省
の
取
り
組
み

・
職
場
の
状
況
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

※
職
場
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
実
施
で
職

場
の
風
土
も
生
産
性
も
向
上
す
る

・
職
場
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
例

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
り
得
る
言
動

・
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
と
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

・
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
事
例

・
経
営
者
の
変
化

三
、
職
場
と
し
て
で
き
る
こ
と

・
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
個
人
ワ
ー
ク
＆
投

稿
�
様
々
な
場
面
で
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ

・
ア
ラ
イ
（
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
）
�
同
盟
者
の

必
要
性
、
基
礎
知
識

・
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
を
見
直
す
視
点
を

・
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら

▼
講
演
の
最
後
に
は
、
ア
ラ
イ
�
同
盟

者
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
課
題
に
、
自
分

ご
と
と
し
て
取
り
組
む
人
で
、
ア
ラ
イ

を
育
て
る
四
つ
の
要
素
と
し
て
、「
知

識
を
得
る
」「
自
分
ご
と
と
し
て
共
感

す
る
」「
仲
間
づ
く
り
を
す
る
」「
行
動

を
促
す
」
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
、
参

加
者
に
対
し
、「
ア
ラ
イ
と
し
て
挑
戦

す
る
こ
と
を
何
か
一
つ
書
い
て
み
ま
し

ょ
う
！
」
と
呼
び
か
け
、
参
加
者
か
ら

は
チ
ャ
ッ
ト
で
多
く
の
行
動
目
標
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

『
こ
れ
か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
を
は
じ
め
る

企
業
担
当
者
に
認
識
し
て
ほ
し
い
こ
と
』

を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

LGBTセミナー講師 認定NPO法人
虹色ダイバーシティ 村木真紀 代表

LGBTセミナー 村木真紀講師
「これから LGBT施策をはじめる
企業担当者に認識してほしいこと」

LGBTセミナー 村木真紀講師
プロフィールと著書「虹色チェンジメーカー」
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12.2 12.7
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2018年4月(前々年)調査
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0.9 3.544..77
1111..55 8.1

1111..88

31.9
3366..003355..33

6.4 4.2
88..00

4488..66
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特別調査「新卒採用動向、外国人留学生採用状況及び賃金改定に関する調査」

⑴ 2021年4月新卒採用を行いましたか。 調査日：2021年5月～6月 回答数：全体114（内製造業51、内非製造業63）

◇前回調査（2019年）と比べ、新卒採用比率は全体では＋0．8％となった。内訳は製造業が＋10．0％となり、非製造業が
－7．1％となった。

⑵ ⑴で採用したと回答した先に…採用した新卒の学歴は（複数回答可）。

◇学歴別では大学卒の採用比率が最も多く、次いで高校卒、大学院卒、高専卒、短大卒となっている。
◇全体では大卒の割合が減少傾向なのに対し、高卒の割合は増加傾向となっている。

⑶ すべての回答先に…2022年4月の採用予定は2021年度採用実績に比べどのようになりますか。

◇2022年4月の採用予定は前回調査と比較すると、全体では増加する＋0．6％、変わらない＋4．9％、減少する－1．9％、
未定－3．8％となった。製造業では増加する＋11．42％、減少する－8．7％と増加傾向が強く、非製造業では増加する
－7．4％、減少する＋2．9％と減少傾向が強く出ている。

全体

２０１９年４月調査「採用した」６６．７％
２０１８年４月調査「採用した」６６％

採用した
６７．５％

採用しな
かった
３２．５％

内 製造業

２０１９年４月調査「採用した」７０．４％
２０１８年４月調査「採用した」７２％

採用した
８０．４％

採用しな
かった

内 非製造業

２０１９年４月調査「採用した」６４．２％
２０１８年４月調査「採用した」６１％

採用した
５７．１％

採用しな
かった
４２．９％

全体

高校卒高専卒短大卒大学卒大学院卒

内 製造業

高校卒高専卒短大卒大学卒大学院卒

内 非製造業

６０．０

４０．０

２０．０

０．０

６０．０

４０．０

２０．０

０．０

全体（回答113）

変わらない
４０．７％

増加する
２９．２％

内 製造業（回答51）

変わらない
４１．２％

未定
１１．８％未定

１８．６％
減少
する

９．８％ 増加する
３７．３％

内 非製造業（回答62）

変わらない
４０．３％

増加する
２２．６％

未定
２４．２％

１２．９％

1．2021年度（2021年4月採用）の新卒者採用の有無及び2022年度（2022年度4月採用）計画について

１９．６％

高校卒高専卒短大卒大学卒大学院卒

６０．０

５０．０

４０．０

３０．０

２０．０

１０．０

０．０

１１．５％

減少
する

減少する
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2．外国人留学生の採用について

⑴ 2021年度は賃金改善を実施しましたか？

3．2021年度の賃金改善結果（見込み）について

＊従業員数別賃金改定の実施状況

⑵ 年収ベースでの改善率の水準は？

◇「実施した」・「実施予定」の比率合計値を2019年度と比較すると、従業員300人超は69．4％と2019年度比＋0．8％、従業
員101～300人は72．4％と前年度比－5．1％、従業員51～100人は71．4％と2019年度比－18．6％、従業員1～50人は62．9％
と2019年度比－2．1％となっており、従業員300人超のみ2019年度を上回っている。

◇年収ベースの改善率水準は、全体では「1～2％未満」が47．1％と最も多く、次いで「0～1％未満」と「2～3％未
満」が20．6％となっている。2019年度の水準と比較すると、製造業は「0～1％未満」と「1～2％未満」の割合が増
加している。非製造業は「0～1％未満」の割合が増加しているが、全体としては大きな変動はない。

⑴ 2021年度中（2021年4月～2022年3月）に外国人留学生を採用した、または採用する予定がありますか？

◇外国人留学生を「採用した」・「採用予定」の全体は10．5％と2019年度比－3．6％、製造業は11．7％と2019年度比－5．0％、
非製造業は9．5％と前年度比－2．9％となっており、いずれも2019年度を下回った。2019年度は2018年度と比べ概ね4％
増加していた。

全体（回答114）

採用しない
６４．１%

採用した ７．０%
内 製造業（回答51）

採用しない
６０．８%

未定
２７．５%

未定
２５．４%

内 非製造業（回答63）

採用しない
６６．７％

採用予定 ３．５％
採用した ７．８％

採用予定 ３．９％
未定
２３．８%

採用した ６．３％
採用予定
３．２％

◇賃金改善を「実施した」・「実施予定」の比率合計値は、全体は69．3％と2019年度比－4．0％、製造業は76．5％と2019
年度比－3．1％、非製造業は63．5％と2019年度比－5．7％となっており、いずれも2019年度を下回っている。2019年度
も2018年度と比べ概ね6％減少していた。

全体（回答114）

実施予定
２５．４％

実施した
４３．９％

内 製造業（回答51）

実施予定
２７．５％

実施
しない

未定 １３．２％

実施した
４９．０％

内 非製造業（回答63）

実施予定
２３．８％

実施した
３９．７％

実施
しない

未定 5.9%

実施
しない

未定
１９．０％

カッコ内は2019年4月調査従業員規模別賃金改定の実施状況全体113先

⑴の質問で、「実施した」及び「実施する予定」と回答した先に質問

カッコ内は2019年4月調査年収ベースでの改善率の水準

実施した 実施予定 実施しない 未定

１００％９０％８０％７０％６０％５０％４０％３０％２０％１０％０％

０～１％未満 １～２％未満 ２～３％未満 ３～５％未満 ５～１０％未満 １０％以上

１００％９０％８０％７０％６０％５０％４０％３０％２０％１０％０％

１３．９（１４．３）

１０．３（１０．０）

１４．３（０．０）

１４．８（１７．５）

１１７７．．２２（（１１２２．．５５））

１１６６．．７７（（１１７７．．１１））

１１４４．．３３（（１１００．．００））

２２２２．．２２（（１１７７．．５５））

２４．１（３２．５）

３３．３（６０．０）

１１．１（２５．７）

３７．０（２７．５）

５５８８．．３３（（４４２２．．９９））

４４８８．．３３（（４４５５．．００））

３３８８．．１１（（３３００．．００））

２２５５．．９９（（３３７７．．５５））

３００人超
３６先

１０１～３００人
２９先

５１～１００人
２１先

１～５０人
２７先

１１．．５５（（００））

０（０）

２２．．８８（（００））

６．３
（２．４）

４．４
（３．１）

２．８
（６．３）１１１１．．１１（（１１００））

７７．．４４
（（１１００．．２２））

３３．．１１
（（７７．．１１））１１５５．．６６（（４４２２．．９９））

２２００．．６６（（３３２２．．７７））

２２５５．．６６（（２２６６．．３３））

５５３３．．１１（（３３３３．．３３））

４４７７．．１１（（３３６６．．７７））

４４１１．．７７（（４４２２．．５５））

２１．９（１４．３）

２０．６（１６．３）

１９．４（１５．０）

全 体

製造業

非製造業

１７．５％
１７．６％

１７．５％
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企
業
向
け
相
談
窓
口
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
2
0
2
1
年
度
版
）の
御
案
内

「
も
の
づ
く
り
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
支
援

研
修
」
の
御
案
内
―
画
像
認
識
Ａ
Ｉ

に
よ
る
外
観
検
査
の
自
働
化
体
験
―

埼
玉
県
中
小
企
業
制
度

融
資
の
御
案
内

「
働
く
女
性
応
援
講
座
」の

参
加
者
募
集

令
和
3
年
度
企
業
内
保
育
所

補
助
金
の
御
案
内

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

9
月
開
講
講
座
の
お
知
ら
せ

埼
玉
県
で
は
、
企
業
の
皆
様
向
け
の

相
談
窓
口
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を

し
て
い
ま
す
。（
経
営
、
労
働
・
雇
用
、

資
金
、
技
術
・
知
的
財
産
、
人
材
育
成
、

企
業
立
地
の
各
分
野
に
つ
い
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
ど
ん

な
支
援
策
が
あ
る
の
か
。
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
御
覧
い
た
だ
き
、
各

支
援
機
関
に
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ

い
。

https
://w

w
w
.pr

ef.saitam
a.lg.jp/a0

801/soudanm
adog

uchi.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
2
3
）

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
産
業
振
興
公

社
で
は
、
画
像
認
識
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
を
活

用
し
た
製
品
検
査
を
体
験
す
る
研
修
を

開
催
し
ま
す
。
使
用
す
る
機
材
は
、
安

価
な
機
械
学
習
向
け
シ
ン
グ
ル
ボ
ー
ド

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
ジ
ェ
ッ
ト
ソ
ン

ナ

ノ
）
で
、
使
用
し
た
機
材
と
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
は
、
そ
の
ま
ま
自
社
の
現
場
で
御
活

用
い
た
だ
け
ま
す
。
講
師
は
埼
玉
県
産

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
）
職
員
で
す
。

自
社
へ
の
導
入
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
伴
走
支
援
も
御
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
日
時

令
和
3
年
8
月
25
日
㈬
〜
9

月
30
日
㈭
（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
）

�
参
加
費
・
定
員

無
料
・
50
名

�
申
込
み

詳
細
は
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
御
確
認
の
上
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

https
://w

w
w
.saitam

a-j.or.jp/
sem
inar/Jetson1

�
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
産
業
振
興
公

社
デ
ジ
タ
ル
・
技
術
支
援
グ
ル
ー
プ

（
0
4
8
―
6
2
1
―
7
0
5
1
）

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
に
事
業

に
必
要
な
資
金
を
円
滑
に
調
達
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
融
資
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

県
が
金
融
機
関
に
利
子
を
補
助
す
る

こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
金

融
機
関
か
ら
低
い
利
率
で
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
の
長
期
化
を
踏
ま
え
、

経
営
安
定
資
金
及
び
経
営
あ
ん
し
ん
資

金
に
つ
い
て
、
融
資
限
度
額
の
拡
大
、

融
資
期
間
及
び
据
置
期
間
の
延
長
、
融

資
期
間
別
金
利
の
導
入
な
ど
、
融
資
条

件
の
緩
和
、
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。そ

の
他
に
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す

る
企
業
向
け
の
資
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

要
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

経
営
安
定
資
金
の
受
付
は
県
制
度
融

資
の
取
扱
金
融
機
関
、
そ
の
他
の
資
金

の
受
付
は
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会
で

す
。

※
融
資
に
当
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び

信
用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

https
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.
jp
/
a
0805

/
seidoyushi/

index.
htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
制
度
融
資
の
取
扱
金
融
機
関

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
8
0
1
）

県
で
は
、
女
性
の
職
場
に
お
け
る
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
や
業
務
ス
キ
ル
向
上
を

目
的
に
、
働
く
女
性
応
援
講
座
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
企
業
、
事
業
所
で
の

女
性
社
員
向
け
研
修
の
場
と
し
て
も
御

活
用
く
だ
さ
い
。

�
日
程

7
月
か
ら
令
和
4
年
3
月
ま

で
の
間
24
回
開
催
し
、
う
ち
8
回
は

参
加
者
同
士
の
交
流
会
も
実
施
し
ま

す
。

�
内
容

初
級
（
勤
続
〜
3
年
程
度
）
�
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
仕
事
の
進

め
方
等

中
級
（
中
堅
社
員
）
�
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
進

め
方
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等

上
級
（
管
理
職
候
補
）
�
ロ
ジ
カ
ル

シ
ン
キ
ン
グ
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ

等
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

https
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.
jp/sw

cc/hatarakujose/koza03
ouen.htm

l

�
対
象

県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
現

在
働
い
て
い
る
女
性

�
定
員

30
人
（
先
着
順
）

�
場
所

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

�
費
用

無
料

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

（
0
4
8
―
6
0
1
―
5
8
1
0
）

県
で
は
、
県
内
の
企
業
等
が
従
業
員

の
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
設
置
す
る

企
業
内
保
育
所
に
対
し
て
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ

さ
い
。

�
補
助
対
象
事
業

・
施
設
整
備
費
補
助

従
業
員
児
童
の
定
員
が
6
名
以
上

の
企
業
内
保
育
所
を
開
設
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
既
存
の
企
業
内
保

育
所
が
従
業
員
児
童
6
名
以
上
の

定
員
増
に
伴
い
保
育
室
を
拡
充
す

る
場
合
等

・
運
営
費
補
助

従
業
員
児
童
6
名
以
上
の
共
同
利

用
型
企
業
内
保
育
所
を
開
設
、
あ

る
い
は
既
存
の
企
業
内
保
育
所
を

共
同
型
に
転
換
し
た
場
合
（
3
年

間
）

�
補
助
額

・
施
設
整
備
費
補
助

1
か
所
あ
た
り
5
0
0
万
円
以
内

・
運
営
費

1
年
目

3
0
0
万
円
以
内

2
年
目

2
2
5
万
円
以
内

3
年
目

1
5
0
万
円
以
内

補
助
金
の
詳
細
や
申
請
書
類
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

https
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
w
om
enom

ics/nursery/josei.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
多
様
な
働
き
方
推
進
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
3
）

県
で
は
、
働
い
て
い
る
方
を
対
象
に

実
務
に
役
立
つ
短
期
間
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の

ス
キ
ル
を
高
め
た
い
方
や
資
格
取
得
を

目
指
す
方
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

お
考
え
の
企
業
は
ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ

い
。

�
講
習
内
容

業
務
に
活
か
す
ド
ロ
ー

ン
（
基
礎
）、
介
護
支
援
専
門
員
試

験
準
備
講
習
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
活
用
な
ど
多
数

�
実
施
場
所

県
立
高
等
技
術
専
門

校
・
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
講

座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
受
講
料

2
�
0
0
0
円
〜
3
�
8

0
0
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か

り
ま
す
）

�
申
込
み
期
間

8
月
1
日
〜
10
日

�
講
習
日
程

9
〜
10
月
中
の
2
〜
3

日
間
（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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本日、この定時総会において、会長にご選任いただきまし
た十倉雅和でございます。
重責に身の引き締まる思いですが、会員の皆さまのご支援、
ご協力のもと、責務を全うするべく、全力を傾注する覚悟で
あります。何とぞ、よろしくお願い申し上げます。
また、中西前会長におかれましては、病身をいとわず、経
済界をリードし、意見を発信してこられたその不屈の精神と、
多大なご功績に、あらためて、心からの敬意と謝意を表した
いと存じます。
私も、経団連会長として、Society5．0 for SDGs、サステ
イナブルな資本主義といった路線をしっかりと継承し、まず
は、新型コロナウイルスの一日も早い収束を目指して、感染
拡大防止と経済活動の両立に全力で取り組みたいと思います。
世界に目を向けますと、行き過ぎた資本主義による格差の
拡大、地球温暖化などの生態系の破壊、保護主義やポピュリ
ズムの台頭による地政学リスクの高まり、また民主主義の危
機などの世界の本質的課題があります。新型コロナの問題は、
これらの問題を一層、増幅、先鋭化させております。一方で、
こうした経済社会の状況を受け、世界でサステイナビリティ
への関心が非常に高まってきております。
このようななかで、就任にあたり、会員の皆さまに、私自身
の考えとして、3つのキーワードを申し上げたいと存じます。
一つ目は、社会性、すなわち、ソーシャル・ポイント・オ
ブ・ビューであります。これは、市場経済のなかに社会性の
視点を入れるという考え方であり、今から50年も前に経済学
者の宇沢弘文先生が提唱された考え方です。
申し上げるまでもないことですが、こうした考えは、効率
的な資源配分、自由で活発な競争やそれによるイノベーショ
ンの創出を重視する資本主義／市場経済の仕組みが前提とな
ります。
ハンガリーの経済学者のカール・ポランニーは、「市場が
社会から切り離されるとき、すべては市場の要求に従属す
る」とまで申しております。社会から切り離された経済では
なく、「より良き社会」を実現するための資本主義／市場経
済とは何かを模索していくべきと考えます。
二つ目は、パクス・コンソルティス、すなわち国際協調で
あります。米中対立に代表される地政学リスクの高まりは、
企業活動にも大きな影響を及ぼしております。また、自国だ
けで対応することはできない課題として、地球温暖化、パン
デミック等に代表されます生態系の破壊があります。加えて、
人類が制御できなくなるおそれのあるAI などのデジタル技
術、デザイナーベイビー、エンハンスメントのようなバイオ
テクノロジーといった人類に破壊的な影響を及ぼすおそれの
ある技術への対応があります。これら課題の解決は、一国で
はできません。国際協調が必要であることは申し上げるまで
もございません。わが国は、自由・民主主義・人権・法の支
配といった価値観を共有できる国々との連携をより一層強め、
経団連としてもパクス・コンソルティスの実現に貢献してま
いりたいと思います。
三つ目は、デジタルとグリーンです。菅総理のリーダーシ
ップのもと、政府においても、デジタルとグリーンの成長戦
略が掲げられております。これは、サプライサイドの視点に
立ち、われわれ企業の研究投資、設備投資、システム投資を
呼び起こしています。今後とも、政府と密接に連携しながら、
経団連として、DX（デジタルトランスフォーメーション）、
GX（グリーントランスフォーメーション）を推進してまい
ります。

経団連は、昨年11月に、サステイナブルな資本主義の確立
を掲げ「。新成長戦略」を策定しました。今、私が申し上げ
た3点は、このなかに盛り込まれていると思います。
コロナ禍を乗り越え、わが国の経済社会の発展のため、
「。新成長戦略」を行動指針として、施策の具体化を進めて
まいります。
従来できなかった多様な個人のwell-being の実現と社会全
体の最適化の両立を可能とするDXに対して、医療、教育、
行政などあらゆる分野で集中投資を進め、各分野で徹底した
規制改革とデジタル化、データ共有を促すことが重要であり
ます。経団連は、生活者が暮らしやすさを実感できる社会を
目指して、「経団連DX実装プロジェクト」を加速・強化し
てまいります。
また、コロナ禍のこの1年を経て、DXの必要性が、社会
全体で一層強く認識されており、その担い手として、スター
トアップは非常に重要であります。引き続き、スタートアッ
プと大企業の連携促進などに積極的に取り組んでまいります。
また、グリーンに関しましては、昨年10月、菅総理は2050
年カーボンニュートラルを宣言し、本年4月には、2030年度
に対2013年度比46％の温室効果ガス削減目標を掲げられまし
た。11月のCOP26でNDCとして表明する予定であります。
今般、経団連としても、従来から取り組んできた「低炭素社
会実行計画」を「カーボンニュートラル行動計画」と改め、
取り組みを強化してまいります。この「カーボンニュートラ
ル行動計画」や、「チャレンジ・ゼロ」を中核として、今後
も経済界の取り組みを積極的にリードし、わが国ひいては世
界のカーボンニュートラルの実現に貢献してまいります。
さらに、地方創生の観点からは、地域経済の活性化と大都
市圏への集中の是正が重要です。コロナ禍で定着したテレワ
ークなどの新たな働き方の拡大は、地方創生の強力な追い風
になります。この機を逃さず、地方自治体も含め、各地でデ
ジタル化を進めることで、「地域の魅力向上」と「地方への
人の流れ」の好循環を実現していく必要があります。
さらに、グローバルに視野を広げますと、自由で開かれた
国際経済秩序の再構築は急務です。経団連は、米国、中国、
欧州、アジア諸国をはじめとする各国の政府や経済団体との
連携・対話を進めるとともに、B7サミット・B20サミット
等への主体的な参画を通じて、民間外交を精力的に展開して
まいります。
また、安全保障とグローバルな事業活動の両立も重要な課
題であります。社会、経済といった下部構造が、政治、イデオ
ロギーといった上部構造を規定するのではなく、上部構造と
下部構造が密接不可分となっている現代にあっては、経済安
全保障の確保について、企業の実状を踏まえながら、わが国
政府と緊密に連携して検討を進めることが肝要かと思います。
そのほかにも、働き方改革、財政健全化、全世代型社会保
障制度改革、ダイバーシティ＆インクルージョンの推進など、
内外の重要政策課題について、会員の皆さまと共に取り組ん
でまいります。
最後になりますが、今回の経団連会長就任は、率直に申し
上げて、私にとって非常に難しい決断でした。しかしながら、
「義を見てせざるは勇なきなり」という言葉がございます。
このような火急の事態ではございますが、志を高く持ち、全
力を尽くす所存であります。マルチステークホルダーの要請
に応え、広く国民各層、社会全体から支持される経団連を目
指してまいりますので、皆さま方のご理解とご協力を重ねて
お願い申し上げます。

経団連定時総会における十倉会長就任挨拶
「。新成長戦略」でサステイナブルな資本主義を目指す

2021年6月1日
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